
 

 

 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

 

取組の名称 病気の子どもたちが安心できる居場所づくり 

28 年度募集テーマ  『笑顔』   『場づくり』   ※該当テーマに してください。 

テーマとの関連 

◎テーマをどのように受け止め、貴団体の取組と合致すると考えたのかをお書きください。 

 

岡山大学病院の小児病棟や外来では、子どもたちが注射や点滴、抗がん剤や移

植治療、リハビリなど、辛く苦しい日々を病気によっては 1年半～２年間経験す

ることもあります。また、小児がんの再発や慢性疾患など、長期的な治療を必要

とする子どもたちも多くいます。岡山県内で病気やケガを理由に学校を長期欠席

している児童・生徒は小学生～高校生まで含めると 1,000 人以上いることが、学

校基本調査の結果から明らかになっています。病気の子どもたちが少しでも笑顔

になれる環境づくりや、病気の辛さ、痛さを少しの時間でも忘れて勉強や知育ボ

ードゲームで遊べる場づくりを岡山大学病院小児科の医師、看護師、病棟保育士、

院内学級（鹿田小学校、桑田中学校の特別支援学級教師）、岡山市保健所健康づ

くり課、約 30 名の医療・看護・福祉を学ぶ近隣大学の大学生ボランティアと取

り組んでいます。 

入院治療が終わり、退院後も 1年近く通っていない原籍校の通常学級に通学す

るまでには自宅療養が必要となり、友達とのコミュニケーションや体力的な不安

を抱える子どもたちが多く、私たちポケットサポートでは入院中から復学までの

継続的なワンストップ支援を行っています。誕生日カードを送ることや、スタッ

フ、ボランティアはガイドライン研修やケーススタディを重ね、利用者にとって

特別な存在であり続けるための努力をしています。これらの活動は【病気の子ど

もたちの明るい将来、笑顔を支えたい】という想いが込められており、今回のテ

ーマとの関連性が強いと考えています。 
 

目的・解決をはかりた

い課題の状況・目標 

◎取組の目的、解決をはかりたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標として

いる状況）などについて記載してください。 

 

病気の子どもたちが教育を受ける場所として病院内の「院内学級」があります。

岡山県内には 7 施設 12 学級がありますが、岡山市内に関しては中学校の院内学

級が 2施設にしかなく、他の病院に長期入院した中学生は院内学級に通うことが

できない現状があります。また、院内学級に通うためには(1)現在の学校から転

校する必要があること、(2)20 日以上の長期入院になること、といった要件があ

り、すべての子どもたちが通える環境ではありません。さらに、治療が最優先に

なるため検査や、点滴、移植前のクリーン室など、院内学級に通えず、ベッドサ

イドでの学習に限定され、学習できないケースも出てきます。高校生に関しては

義務教育ではないため、院内学級自体が整備されておらず、学習継続が困難で休

学や独自での学習が現状です。 

 引きこもりや不登校などの子どもにおける支援策と同じように、病気の子ども

たち【病弱児】における教育制度改善も全国各地で訴えられています。私たちポ

ケットサポートは、このような社会課題を多くの方へ周知・啓発するための講演

会や研修会の開催、関係機関（行政、病院、学校、保護者など）との連携・協働、

岡山大学病院以外の岡山市内の病院への学習・復学支援を行うための人材育成・

資金確保などを継続的に実施していきます。 

 日々、辛い治療と勇敢に闘い、たくさん我慢して頑張っている病気の子どもた

ちが一人でも多く笑顔になってくれるように、安心して勉強や遊べる環境を作る

ことを目標としています。私たちの取り組みへの理解者・支援者を増やし、幅広

い世代を対象とした院内学級の質・量を拡充することを通じて岡山市の医療・福

祉の充実に寄与したいと考えています。 



 

 

取組の内容 

 
 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

 

 ・岡山大学病院小児科に入院している病気の子どもたち（主に就学前～高校生） 

 ・岡山大学病院小児科に外来通院する病気の子どもたち（主に就学前～大学生） 

 ・岡山大学病院の院内学級（鹿田小学校、桑田中学校）に通学する病気の子どもたち 

 ・岡山市内と近隣市町村（倉敷市・総社市・井原市・吉備中央町）で自宅療養している

病気の子どもたち 

 ・病気の子どもたちの家族 

 

 ・延べ対象人数：約500人 
 

 

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

 

【取り組みの担い手】 

 ・NPO法人ポケットサポート スタッフ・大学生ボランティア 約40名 

 ・岡山大学病院 医療従事者、保育士、院内学級教員 約20名 

 ・岡山市保健所健康づくり課（担当者2名） 

岡山市市民協働推進モデル事業および小児慢性特定疾病児童等自立支援事業連携 

 

【参加・協力】 

 ・大学生ボランティア参加大学（岡山大学、岡山県立大学、就実大学、ノートルダム清

心女子大学、川崎医療福祉大学 等） 

 ・NPO 法人杜の家：発達障害・学習障害など特性のある子どもたちに関する支援情報交

換 
 

 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

 

 ・ブレイブスペース「小児入院病棟での学習支援」 

  毎週月曜日（10～12時）火曜日（16～18時）に院内学級、ベッドサイド、病棟ランチ

ルームで学習支援や知育ボードゲームでの交流活動。病気の子どもたちと関わるため

の研修を受けた医療・看護・福祉を学ぶ大学生ボランティアが子どもたちと交流。 

 

 ・ポケットスペース「小児科外来通院時や自宅療養児のための学習支援」 

  （平成28年度 岡山市市民協働推進モデル事業採択） 

  毎週水曜日（11～16時）木曜日（13～16時）に岡山大学病院内施設「マスカットキュ

ーブ」の施設を利用して、診察や検査の待ち時間に宿題や知育ボードゲームができる

場所。院内学級に通っていた友達や保護者同士でも交流の場にもなっている。 

 

 ・院内学級を有しない岡山市内の総合病院に入院中の子どもの学習環境調査 

  （平成28年度 岡山市市民協働推進モデル事業採択） 

  院内学級が設置されていない岡山市内の総合病院にてアンケート調査を実施。実施期

間は平成28年12月から平成29年2月頃までを予定。（分析・活用は次年度に至る可

能性もある）子どもと保護者を対象として別々のアンケートを作成して、入院中の状

況や感情を把握。岡山市の助言を得てアンケート項目の作成や調査方法（個人情報の

取り扱い含む）を決定。調査結果から子どもと保護者の実態を明らかにするとともに

当病院での院内学級設置の可能性を探る。調査結果を岡山大学と共有して今後の医療

環境の改善に役立てていただく予定。 

 

 ・年４回の交流イベント開催（知育ボードゲーム大会、夏祭り、遠足、クリスマス会） 

  一緒に入院していた友達同士など当事者や当事者家族が交流できるイベントを開催。

病弱児が環境により体験できない、夏祭りを室内で実施や、バリアフリーの遠足企画、

クリスマスケーキの調理実習などの集団活動や体験活動を実施。 



 

 

 

・病気の子どもたちの環境理解のための講習会や講演会 

 難病を抱える子どもとその家族の実態や支援者の活動を広く発信して、理解者・支援

者を拡充するための講演会を開催。 

 ▼平成28年度実績 

「涙も笑いも、力になる～院内学級の子どもたちが教えてくれたこと～」 

開催日時：2016年7月10日（日）10：00～12：00 

場  所：岡山大学鹿田キャンパス保健学科棟301講義室 

講  師：副島賢和先生（昭和大学大学院保健医療学研究科准教授、学校心理士） 

参 加 者：120名 

教育関係者や教員志望の学生が多く参加。非常に高いアンケート評価を得られた。 
 

 ・テレビ電話を活用した双方向ＷＥＢ学習支援（ベネッセ子ども基金助成事業） 

  クリーン室で移植治療中の子どもや、インフルエンザなどの感染症拡大のため通常学

級に通学できない子どもたち、自宅療養中の子どもたちとインターネットのテレビ電

話を使い、大学生ボランティアや院内学級と学習、会話ができるように支援。クリス

マス会に参加できないクリーン治療中の小学６年生男子には、病棟ランチルームをテ

レビ映像中継し、クリーン病室にiPadで配信を計画中。 

 

 ・年5回程度の学生ボランティア研修会、フィードバックシート配布 

  大学生ボランティアの病気の子どもたちとの関わり方、声掛け、病弱児教育について

の理解、活動中の問題点・悩みなどを意見交換するための研修会を開催。また、日々

の活動日報への助言やアドバイスをフィードバックシートとして個別に配布して、今

後の活動に活かしてもらう体制を整えている。 
 

 ・年5回程度の新規学生ボランティア説明会（ガイドライン研修） 

  岡山市内の院内学級が設置されていない総合病院等にも大学生ボランティアを学習支

援として派遣できるように、一人でも多くの子どもたちの笑顔を見られるように新規

学生ボランティア向けの説明会を開催して人員確保、人材育成を実施。2 時間の説明

会の中では、団体説明などの他にポケットサポート独自の「スペース・サービス・ガ

イドライン」の説明、病気の子どもたちへの声掛けや、対応方法のグループワークも

取り入れ、より実践的な研修を行っている。 

 

 

 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

 

公式ホームページ：http://pokesapo.wixsite.com/pokesapo 

 

Facebook：https://www.facebook.com/road.to.pocketsupport 

 

つながる協働ひろば（動画）：http://www.okayama-tbox.jp/kyoudou/pages/movie 

 



 

 

 

協働の体制 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、

具体的に記載してください。 

 

【ＮＰＯ法人ポケットサポートの役割】 

・過去4 年間、病気の子どもたちの支援を提供してきたノウハウを生かして、岡山大学病

院において学習と交流の場を運営。 

・病弱児経験のあるスタッフ、医療資格のあるスタッフがそれぞれの経験と知識を活かし

て利用者が安心できる環境を整備。 

・これまでに蓄積してきた学校・医療機関とのネットワークを活用して大学生などへ情報

を発信しボランティアを募集。 

 

【岡山大学病院の役割】 

・大学病院内施設「マスカットキューブ」の無償利用。 

・外来通院者への「ポケットスペース」チラシ配布・案内。 

・小児入院病棟ランチルーム、ベッドサイド、院内学級での活動許可。 

・テレビ電話を活用した双方向WEB学習支援におけるネットワーク利用許可。 

・医療従事者、病棟保育士、院内学級教員との連携。 

 

【岡山市（保健所健康づくり課）の役割】 

・厚生労働省「小児慢性特定疾病児童等自立支援事業」の実施を通じた安定的・継続的な

サービス提供に向けての情報収集・助言。 

・利用者の安全や安心に配慮した運営のための情報収集・助言。 

・市教育委員会や岡山県など、関係公的機関との連絡調整。 

・取り組みや団体の周知拡大のための不特定多数を対象とした情報発信。 

 

【情報共有の方法】 

・NPO法人ポケットサポート、岡山市、ESD・市民協働推進センターを構成員としたメーリ

ングリストを運用して日常的な連絡調整をはじめ、会議記録やアンケート集計結果を共有。 

・平成28年4月以降、ほぼ毎月のペースで会議を設けており、各取り組みの目的の再確認

や結果の検証を実施。 

 

【対等な協働関係を築いていくための工夫】 

・取り組みの企画段階からお互いの強み、弱みを理解し合っており、そのうえで役割分担

を設定。 

・建て前ではなく本音で協議を行い、一次的に想定より悪い状況が生じた場合も相手に責

任を負わせるのではなく、お互いに補い合う方法を検討するように両者が心がけている。 
 

取組の工夫 

 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

 

【地域資源】 

平成 28年 4月に岡山市とともに岡山大学病院長へ本取り組みへの協力依頼を行い

ました。岡山大学病院には快く協力を承諾していただき、平成 28年度事業では「地

域医療人育成センターおかやま（マスカットキューブ）」の一室を無料で使用でき

ることになりました。 

 

【人的資源】 

・NPO 法人ポケットサポートのスタッフには病弱児経験者が 4 名在籍しているた

め、自らの体験をもとに子どもや親に寄り添った対応・判断ができます。 

・過去の活動実績をもとに大学生ボランティア用の【スペース・サービス・ガイ

ドライン】を策定しています。これにより活動の水準・安全性を一定以上に維持

できるほか、はじめて参加するボランティアスタッフでも安心して活動に従事で

きるため、多くの大学生ボランティアを受け入れることが可能となっています。

また、定期的なフォローアップ研修も実施しており、質の向上を行っています。 



 

 

 

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

 

・第47回社会貢献者表彰（主催：公益財団法人社会貢献支援財団）を受賞しました。本賞

は広く社会の各分野において社会と人々の安寧と幸福のために尽くし、顕著な功績を挙げ

ながら報われる機会の少なかった方々が対象となっています。 

https://www.fesco.or.jp/award/index.php 

https://www.fesco.or.jp/doc/winner_47_list.pdf 

 

・社会ボランティア賞（主催：公益財団法人ソロプチミスト日本財団）を受賞しました。

本賞は、主催財団定款の事業に掲げる各分野に該当する活動を対象に、地域社会のニーズ

に適合した地域密着型のボランティア活動を継続的に行い、誠実に責任を果たしている人

を称えるものとのことです。 

http://pokesapo.wixsite.com/pokesapo/single-post/2016/11/08/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E

3%83%9C%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A2%E8%B3%9E%E5%8F%97%E8%B3%9E 

 

・上記の表彰や法人代表（三好）への講演依頼の増加などによって取り組みの意義や成果

が社会的・全国的に認められつつあることを感じ、大変励みになっています。一方で私た

ちを取り巻く環境に大きな変化は見えておらず、目の前にいる子どもや家族の現状を改善

するためには岡山市及び岡山県内でさらに多くの人たちに共感していただく必要があると

実感しています。入院や治療にかかる費用を捻出しなければならない当事者家族のみに負

担を求めることはできないため、「岡山市協働のまちづくり賞」の受賞を通じて課題の現状

や私たちの取り組みを広く発信して、地域全体で難病のある児童と家族を支えることので

きる基盤づくりにつなげていきたいと考えています。 
 

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化

などを記載してください。 

 

ポケットサポートのスタッフや大学生ボランティアが病室に迎えに行くと、子ど

もたちは笑顔で迎えてくれます。「ランチルームで遊ぶ？」と聞くと「行くー」

と、とても楽しみにしていてくれます。病気の子どもたちに元気を与えるために

ボランティア参加しているスタッフが多いですが、逆に子どもたちからたくさん

の元気やパワーをもらっていると語ってくれるスタッフも多いです。 

 

「宿題しているときは病気のこと考えなくていいから楽なんだ」小学生の女の子

が言ってくれた言葉です。痛くて辛い治療のことを、大学生ボランティアと一緒

に勉強しているときは忘れることができるからこそ、私たちポケットサポートの

スタッフと大学生ボランティアの存在意義は大きいと考えています。 

 

「夏祭りのときの写真、本当にいい顔していました。うらじゃのときの笑顔も、

（手術前に）普通に歩いていた頃にしていた顔と同じような顔をしていました。

見ていて涙が出そうになるのをこらえていました。本当にありがとうございま

す。できることをやらせていただいて、やりがいもってできていて、本当にうれ

しかったです。またこんな機会をお願いします」高校 3年生の男の子のお母さん

から頂いたメッセージです。男の子が本当に楽しんでいる素晴らしい笑顔は今で

も鮮明に思い出されます。交流イベントは普段なかなか体験できない夏祭り、調

理実習、工作などバリアフリーで体験してもらうことで、もっともっと素晴らし

い笑顔を見せてくれると信じています。 

 

中学校の入学式から４日後に小児がんを発病した中学１年生の男の子。ポケット

サポートは入院中から復学まで継続的なワンストップ支援を続けてきました。退

院後もすぐには学校に行けず、午前中だけお母さんの車での送迎で通いますが、

友達との会話は１年以上も空白期間があるためコミュニケーションの不安があ

ったはずです。私たちはテレビ電話を活用した学習支援、誕生日カードや中間テ



 

 

スト応援メッセージ、外来通院時の学習支援などで、寄り添い続けました。現在

では、自転車で通学し、野球部への復帰に向けて体力づくりを始めています。 

 

この男の子のように、入院中だけではなく退院後の復学に悩んでいたり不安を感

じていたりする子どもたちは全国各地にたくさんいます。ポケットサポートは岡

山大学病院を最初の拠点として、一人でも多くの子どもたちが将来に希望を持っ

て復学ができるように、入院中から復学まで継続的な支援を続けていきます。 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

 

・学習支援の検証と改善を重ね、ノウハウを蓄積していき、病院や他のNPO法人などの新

たな院内学級設置を促進・支援していきます。また、ICTなどを活用しながら自宅療養中

の子どもたちへの学習支援や交流機会を拡充していきます。 

・「学習環境調査」の結果をもとに岡山市及び岡山県内での院内学級の設置数増加と環境

改善を関係各所に提案していきます。 

・岡山市（保健所健康づくり課）とともに厚生労働省「小児慢性特定疾病児童等自立支援

事業」の実施の可否を検討しながら、岡山市における難病のある子どもたちへの安定的・

包括的なサービスの実現を目指します。 

・利用者の復学を支援すると同時に、自宅療養中の学習支援や高校生における学習の単位

（出席）認定について情報収集と検討を重ね、必要に応じて関係各所への提言へつなげて

いきます。 

・活動への理解者・支援者を増やすとともに内部の人材育成体制を整備してNPO法人の組

織基盤強化と自立的な運営につなげていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 












